
＜「社内」使用の場合＞

◼ 下部の©社名は、自社名に変更してください。（削除可）

◼ SL区分表示には、SL1（極秘）・SL2（関係部外秘）・
SL3（グループ外秘）・PRV（個人情報を含む）を
記載してください。

＜「社外」使用の場合＞

◼ 下部の©社名は自社名に変更ください。
（全ページ必須・削除不可）

◼ SL区分表示は削除してください。

◼ タイトル、サブタイトル、日付、社名、部署名の大きさ及び場所は任意です。

◼ 写真などを全面に使用することも可能ですが、ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには
周囲のクリアスペースを確保し、文字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。
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ヤンマーホールディングス株式会社



□このページは、内容を詳細に説明するためのスライドのテンプレート
です。

＜トーン＆マナー＞
◼ 色は、赤、黒、グレーを基調としています。色のトーンを合わせて作

成いただくと、より見やすいスライドになります。
◼ 既存のテンプレートで表現できる内容は、テンプレートを活用くださ

い。

＜フォント＞
◼ 日本語版はMeiryo UIで統一ください。
◼ タイトルは14pt以上、キャプションは10pt以上のサイズを使用してく

ださい。

＜その他＞
◼ 見出しは、上段にその章の項目を、下段そのスライドの内容を簡

潔に記載ください。
◼ 左下のコピーライトおよび右下のページ数表示は原則消さないでく

ださい。また、コピーライト（©社名）は自社名に変更ください。

©YANMAR HOLDINGS CO.,LTD. 2

ヤンマーグループの概要

会社基本概要

代表取締役

社長

山岡 健人

創業者

山岡 孫吉

ヤンマーホールディングス株式会社

大阪市北区茶屋町1-32 
YANMAR FLYING-Y BUILDING

1912年3月
※ヤンマーの前身である山岡発動機工作所創業

2013年4月

9,000万円

山岡 孫吉

山岡 健人

26,877名  （2026年3月31日現在）

商 号

本 社 所 在 地

創 業

設 立

資 本 金

創 業 者

代表取締役社長

従業員数(連結)

・260806 差し替え（原田）



このページは、見出し部分なし、
目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

大地・海・都市。事業フィールドは〝地球そのもの”

事業内容

© ヤンマーホールディングス株式会社 Page: 3
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＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

農業の課題

生産者数と農耕地面積の推移

© ヤンマーホールディングス株式会社 Page: 4
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農耕地面積の推移

約3割減少608.6

423.9

昭和
36年

令和
７年

基幹的農業従事者数と平均年齢

資料：農林⽔産省「令和7年度 食料・農業・農村白書」
資料：農林⽔産省「耕地及び作付面積統計」
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◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。
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◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

農業の課題

年齢階層別・営農類型別生産者の認定状況（2025年）

© ヤンマーホールディングス株式会社 Page: 5

・260519 図差し替え（原田）
・260521 中山間・耕作放棄地の図を削除

資料：農林⽔産省経営局
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農業の課題

農業所得の低迷と後継者不足
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・260525 農業の課題を分割
・260601 ⽔稲の所得図の作成（原田）
・260608 所得の平均値、シェア追加（原田）
・260630 収支グラフに収入追加、単位修正（原田）

確保していない

64.0%

確保している

（5年以内に引き継ぐ）

18.6%

確保している

（5年以内に引き継がない）

17.5%

農業後継者の確保状況

資料：農林水産省 2025年農林業センサスより作成

所得500万円以上

米農家の規模別収支

資料：農林⽔産省「農業経営統計調査 農産物生産費統計」（組替集計）（令和５年産）をもとに作成

シェア 35.9
%

28.2
%

25.2
%

5.0
%

3.7
%

1.1
%

0.9%

平均値

約90%

（万円）
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※「農業」には、稲作・畜産・施肥などによる排出量が含まれるが、燃料燃焼による排出量は含まない。
出典：「IPCC第6次評価報告書第3作業部会報告書（2022年）」を基に農林⽔産省作成

世界の農業由来のGHG排出量

※温室効果は、CO2に比べCH4で28倍、N2Oで265倍。※排出量の合計値には、燃料燃焼及び農作物残渣の野焼きによるCH4・
N2Oが含まれているが、僅少であることから表記していない。このため内訳で示された排出量の合計とガス毎の排出量の合計値は必ずし
も一致しない。出典：国立環境研究所温室効果ガスインベントリオフィス「日本の温室効果ガス排出量データ」を基に農林⽔産省作成

日本の農林水産分野のGHG排出量

農業の課題

農業分野からの温室効果ガス排出

© ヤンマーホールディングス株式会社 Page: 7
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前年のデータも
取得可能

施肥マップ

地力マップ

収量マップ

生育マップ

・育苗時の環境モニタリング

・前年度のほ場データや方位角を活用

・衛星データを基に施肥マップを作成
・可変施肥により生育のばらつきを改善

・衛星データを基に施肥マップを作成

・水位・温度などモニタリング

・生育ステージ（BBCH・LAI)などから生育ムラ病害予測を確認

・情報支援機能付きコンバインからの
ほ場ごとの収穫量データををアプリで確認
また、収穫量マッピングでほ場内のばらつきを確認

・稼働中の乾燥機の張り込み状態や、⽔分率、
エラー情報を確認

情報管理ソフト・アプリ
栽培支援システム

密苗・湛水・乾田直播

ロボット・オートトラクター
直進アシストトラクター
後付け自動操舵

直進アシスト田植機
（スマート施肥仕様）
可変対応施肥ブロードキャスタ

農薬散布用ドローン（マップ連動可変追肥）

水位センサー

栽培管理支援システム

情報支援機能付きコンバイン

乾燥機連携ユニット

土壌診断

衛星情報をを基に施肥設計

播種
育苗

耕起
整地

施肥
移植

管理
収穫
乾燥

分析
計画

土づくり

・各種情報データの情報を分析
して翌年の作業計画

・ほ場の土壌診断データを確認

・衛星からのほ場データを基に
施肥設計

これまでの取組_労働生産性の改善

ヤンマーでは水稲栽培の作業全体を通じたデータを活用した農業機械・サービスを展開

© ヤンマーホールディングス株式会社 Page: 8
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STFとして提案するソリューション

不安定な農業経営を安定化させるソリューションを提案

＜環境再生型農業・先進農業＞
●水稲の中干し延長（Ｊクレジット）
●密苗 ●直播
●可変施肥
●水管理システム
●バイオスティミュラント 等

＜再エネ売電収益からの還元＞
●水稲モデル
●低木果樹モデル
●お茶モデル

望ましい営農型太陽光発電環境再生型農業・先端農業 ×

© ヤンマーホールディングス株式会社 Page: 9
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ヤンマーの考える”環境再生型農業”

環境負荷が低い技術により ”土壌改善” と ”脱炭素” を目指します。

再生二期作
1回目の収穫後に株を再生させて2回目の収穫を
行う栽培方法。
追加の田植えをせず自然再生のため、労力・資材
の削減に繋がる。

バイオスティミラント資材
植物の健全さやストレスへの耐性を高め、収量や
品質を向上させる資材。
近年はビール酵母や菌根菌などが注目されている。

水稲栽培における中干期間の延長

⽔稲栽培で行われる中干し期間を、7日間延長
することで、メタン排出量を3割削減⽔田では、土
壌に含まれる有機物や肥料として与えられた有機
物からメタンが発生する。
⽔位の計測は、「⽔田ファーモ」でスマート⽔管理。

一期作目

コンバインで高刈り

普通型コンバインで収穫

二期作目

中干の様子・⽔田ファーモ

引用：持続可能な農業の実現へ、課題解決の活路を開く「バイオスティミュラント」｜
サステナブル・ストーリー ／ナガセヴィータのWebマガジン｜サステナビリティ｜ナガセヴィータ株式会社

バイオスティミラントの分類

環境再生型農業とは？

土壌を修復・改善しながら自然環境の回復に繋げることを目指す農業です。環境保全と農業の両立を図る重要な手法です。

Jクレジット制度

Ｊ－クレジット制度とは、二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガスの排出削減や吸収量を、「クレジット」として国が認証する制度です。Ｊ－クレジットにおける温室効
果ガスの排出削減には、さまざまな方法論がありますが、「⽔稲栽培における中干し期間の延長」などがあります。ヤンマーアグリジャパンでは、中干し延長をはじめとした、
Jクレジット創出に関して、農業由来のクレジットの生成・販売を行う株式会社フェイガー様と業務提携し、脱炭素社会の推進と生産者への収益化に取組んでいます。

ヤンマーの環境負荷低減支援サービス｜農業｜ヤンマー © ヤンマーホールディングス株式会社 Page: 10
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ヤンマーが取り組む営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング）

太陽光発電設備の形式として『藤棚式』と『一本足式』の２種類をご用意

・260605 文言修正（原田）
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STFが提案するソリューション

地権者様には支柱部等の土地賃借料を、生産者様には設備投資を負担いただくことなく、発電収益の一部
を営農支援金として還元し、長期間安定（固定）した収入をご提案

営農型太陽光発電設備を
設置した農地で
従来通りの営農を行う

生産者

・260605 文言微修正（原田）
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STFが提案するソリューション

営農型太陽光発電設備設置に係る不安（設置コスト、維持管理、申請等）を払拭

資金面

ヤンマーが設備費・維持管理費・撤去費等を負
担し、生産者様の負担“ゼロ”

設備レイアウトの最適化

ヤンマーが労働生産性を考慮した
最適化なレイアウトをご提案

近隣の生産者様、
住民の方への説明

ヤンマーが近隣のみなさまへの
説明資料等を準備

煩雑な農地一時転用
許可申請

ヤンマーが
地権者様・生産者様をサポート
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このページは、目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

当社が提案する水稲モデル

農機の作業性や収量性を考慮し、圃場面積に対する太陽光パネルの設置面積は20％程度

圃場面積に対して15％程度
太陽光パネルを設置した場合のイメージ

圃場面積いっぱいに
太陽光パネルを設置した場合のイメージ

・260602 図をリアルなものに差し替え（原田）
・260608 文言修正
・260804 「圃場面積に対して15％程度のイメージ」3列から2列へ変
更（斎藤）

20m程度確保
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このページは、目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

当社が提案する水稲モデル

パネルの設置箇所パターン

（１）畦畔沿いに設置 （２）畦畔の上に設置

※畦塗りを実施する予定がない場合 ※十分な幅がある場合
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農山漁村再エネ法に基づく基本計画の
特例として位置付けた上で実施

特例 or 日射量減少率20％未満
の規定に基づいて実施



このページは、目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

当社が提案する水稲モデル

パネルの設置箇所パターン

（３）畦畔から３ｍほどあけて設置 （４）畦畔から６ｍほどあけて設置

※ 隣接する圃場への日陰の影響を考慮する必要がある場合※ 畦畔からの間隔は使用する農機に応じて調整
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農山漁村再エネ法に基づく基本計画の
特例として位置付けた上で実施

農山漁村再エネ法に基づく基本計画の
特例として位置付けた上で実施



このページは、見出し部分なし、
目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

当社が提案する水稲モデル

・260525 追加（山口さん）
・260602 田植え、収穫バージョンを追加（原田）
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このページは、目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

滋賀県栗東市での取組

SAVE THE FARMS by YANMAR SHIGA RITTO（2026年５月開所）

ヤンマー自社営農型モデル

場所 滋賀県栗東市

生産者 ヤンマーシンビオシス（障がい者雇用）

品目 米

圃場面積 4,282㎡

パネル出力 595W x112枚、66.64kW

PCS出力 49.5kW

パネル角度 反射光を考慮し、10°設定

年間予想発電量 76,737 kWh/年

設置強度 JIS C 8955:2017 準拠

想定年間CO
2
削減量 33t-co2/年

電力供給先 ヤンマーホールディングス株式会社

被覆率：6.6%
8割以上の耕地は従来通り営農可

非常用コンセントを設置し、
災害時はスマートフォン等に充電可

・260604 写真更新（田中さん）
・260608 タイトル修正、営農者→生産者
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このページは、目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

岡山県岡山市での取組

SAVE THE FARMS by YANMAR OKAYAMA SENO／KOSHINDEN（2026年６月開所）

非常用コンセントを設置し、
災害時はスマートフォン等に充電可

・260605 早川さん更新
・260608 タイトル修正、田植え写真に更新

被覆率[左・妹尾] 約14%、[右・古新田] 約12%
8割以上の耕地は従来通り営農可
※シミュレーションソフト Solar Pro 4.2(株)ラプラス・システム

農家営農型モデル

場所 岡山県岡山市

生産者 佐藤健悟氏

品目 米

圃場 妹尾（一本足） 古新田（藤棚）

圃場面積 2,436㎡ 1,722㎡

パネル出力 460 W x 170枚、
78.2kW

460 W x 100枚、
46.0kW

PCS出力 49.5kW 34.65 kW

パネル角度 ５度 ５度

年間予想発電量 103,768kWh/年 64,627kWh/年

設置強度 JIS C 8955:2017 準拠

想定年間CO
2
削減量 44t-co2/年 27t-co2/年

電力供給先 ヤンマーアグリ株式会社 岡山工場
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このページは、目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

農地の未来を守る取組

継承しやすい農地
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安定した収入が得られる

地域と共生できる

スマート化されている

環境が改善されている

・農業収入がしっかり得られる。
・太陽光発電に伴う営農協力金による副収入がある。

・農地が荒れていない。土壌環境が良い。
・鳥獣害の対策ができている。
・環境に対してエコである。

・スマート機器が導入され、作業性が良い。
・最新技術導入のサポートが受けられる。
・管理作業等の労働生産性が改善されている。

・周辺の地域住民と連携ができる。
・農地の持ち主が明確になり、集約も可能。

・260605 文言微修正（原田）



このページは、見出し部分なし、
目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

【短期】2024〜2026年度 【中期】2027〜2030年度 【長期】2031年度〜2040年度2026年1月

生産者（外部）

各ソリューションの
成果確認
経済合理性の検証

実証

1,000ha(国内) 

他地域への展開

本格展開

10,000ha(国内外) 

国内拡大＋海外展開

日本から世界へ

生産者（グループ）

ヤンマー
自社営農型

（滋賀県栗東市）

農家営農型
（岡山県岡山市）

ロードマップ

環境省 脱炭素先行地域
米原市「ECO VILLAGE構想」

先行事例

JST SOLVE for SDGs
脱炭素スマート農地研究

・260526 10,000ha目標追記（原田）
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このページは、見出し部分なし、
目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。

産官学の共創

官 学

産産

SOLUTION

“産官学の共創”により農地の未来を守り、
持続可能な社会の実現を目指す
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このページは、見出し部分なし、
目次項目記載欄ありのスライドです。

＜目次項目記載欄＞

◼ 左上の目次項目記載欄は、あり・なしを選択できますが、1つのプレゼンテーショ
ン内では有無を統一してください。

＜フォント＞

◼ Meiryo UIで統一ください。

＜レイアウト＞

◼ ヘッダーのFLYING-Y、YANMARロゴには周囲のクリアスペースを確保し、文
字や写真を重ねないようにレイアウトしてください。

＜その他＞

◼ 見出しの箇所には、「目次の項目」ではなく「メッセージ」を記入ください。

◼ 右下のページ数表示は原則消さないでください。
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